
学校教育に関するアンケート結果（生徒） 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 96.8％と引き続き高い。そう

でない評価の生徒もいるため、今後も日々

の個々への声掛けなどを行い、丁寧な生徒

理解に努めていきたい。＜1学期 96.2％＞ 

肯定的評価が 100％と非常に高い。今後も

授業準備を怠らず生徒が分かる授業を工夫

して実践していく。  ＜1学期 98.1％＞ 

肯定的評価 89.6％と引き続き高いが、依然

否定的評価が１割ある。今後も生徒に係る

報・連・相を徹底し、気を引き締めて連携し

て早急に対応していく。＜1学期 89.9％＞ 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 97.6％と高い。２学期は様々

な生徒指導があったが、その対応に納得し

ている生徒が多いと思われる。 

＜１学期 96.9％＞ 

肯定的評価が 96.8％と高いが、ホームペー

ジや通信等が学級・学校の取組や生徒のよ

さを伝える、効果的な情報提供となるよう

に引き続き努力する。 ＜１学期 96.8％＞ 

肯定的評価が 95.6％と高いことから、今後

も保護者や地域の方々が参加しやすいよう

に工夫する。    ＜昨年度 93.5％＞ 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 97.6％と高く、同様の対応を

継続し、今後も生徒も教職員も自助・共助

の意識を高め、自他の命を守る意識の高揚

を図る。       ＜1学期 96.8％＞ 

肯定的評価が 99.2％と非常に高い評価で

あるが、今後も道徳科の授業をはじめ、日々

の教育活動において適切な指導を、連携し

て継続する。     ＜1学期 96.8％＞ 

肯定的評価が 95.2％であった。拠点校部活

動で、部活動の統廃合や練習時間等が制限

される中、結果を残した部活動もあった。

新体制で引き続き充実した活動ができるよ

う、丁寧な運営を行っていく必要がある。 

＜1学期 93.0％＞ 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 85.6％ではあるが、依然、否

定的な生徒もいる。生徒一人一人が充実し

た学校生活が送れるよう、今後も個々に寄

り添いながらも将来を見据えた適切な支援

を家庭と連携して行っていく必要がある。        

＜1学期 86.7％＞ 

肯定的評価が 92.8％である。新生徒会を中

心にあいさつや身だしなみについて、生徒

自らが考え、適切な行動がとれるような指

導・支援を継続する。 ＜1学期 94.9％＞ 

肯定的評価が 87.2％であった。引き続き生

徒自身が将来の進路実現のために、目標を

持って主体的に家庭学習に取り組めるよう

な教科指導を継続していく必要がある。 

＜1学期 84.2％＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 68.8％で、否定的な評価が他

の項目より依然として多い。引き続き家庭

内でルールを決め、守ることの大切さを呼

び掛けるとともに、自己調整力を身に付け

ることについても指導していきたい。 

＜1学期 70.9％＞ 

 

肯定的評価が 77.6％であった。習慣化して

いない生徒がいることは依然、課題である

が、家庭とも連携して、できる範囲で啓発

を行いたい。     ＜1学期 81.7％＞ 

 

 

肯定的評価が 92.8％で、生徒会活動に主体

的に取り組もうとしている生徒が多い。今

後も生徒の自主性を伸ばし、学級・学校を

「自分事」として盛り上げていくような生

徒会活動となるように支援していく。 

＜1学期 90.5％＞ 


